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平成 30年 7月 15日 

（一社）東京都トライアスロン連合 

強 化 委 員 会 

 

東京都競技力向上事業＜ジュニア特別強化事業＞ 

2018 TMTUジュニア国内大会遠征支援事業 実施報告書 

 

 掲題に関しまして、下記の通り実施したことを報告いたします。 

 

記 

１ 遠征支援大会名 

第 20回日本ジュニアトライアスロン選手権（2018／仙台） 

（日本 U19トライアスロン選手権（JOCジュニアオリンピックカップ）） 

 

２ 主 催  東京都・公益財団法人東京都体育協会・東京都トライアスロン連合 

 

３ 遠征期間  平成３０年６月３０日（土）～７月１日（日） １泊２日 

   （１）大会開催地 宮城県仙台市七ヶ浜特設会場 

（２）合宿所名：ホテルキャッスルプラザ多賀城 

所在地 ：〒985-0842   宮城県多賀城市桜木 1丁目 1-60  

TEL:022-367-1111   URL：http://www.castle-tj.jp 

４ 参加者      (指定、男女、学年順) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ スタッフ：コーチ 福渡 純（日体協トライアスロン指導者） 

   コーチ 堀越 和彦 （日体協トライアスロン指導者） 

 

６． 実施行程 ：別添参照 

 

７．レースレポート 

男子：スイム、バイク、ランと各選手実力は出せていたが、種目の繋ぎ目やバイクの登りでの頑張

りどころでの脱落しないテクニックは実戦を重ねて身に着けていく必要がある。 

女子：３名の選手の内２名が高校３年生で二人とも U１５からの参加であったが３年間で大きく差

名前 性別 強化指定 学年
中山　彩理香 女子 A指定 3年生
横川 汐音 女子 B指定 3年生
筒木杏 女子 B指定 1年生
福島 旺 男子 B指定 2年生
辻田　洸希 男子 B指定 3年生
黒川 由宇 男子 B指定 2年生
油井　明澄 男子 C指定 3年生
山下翔雅 男子 C指定 1年生
山口大貴 男子 C指定 2年生
本木颯人 男子 C指定 1年生
古屋 無為 男子 C指定 2年生
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が開いてしまった。中山彩理香は想定された通りのレース展開となったがバイクから逃げると決めて最

後まで粘り切っての内容も評価できる優勝であった。これで驕ることなく苦手種目を克服していく必要

がある。 

 

８ 大会の様子 
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朝 昼 晩

【午前】 前日　にちがくに預託あり

【午後】

 12:00  仙台駅で集合する選手　　 仙台駅

 13:00  七ヶ浜到着 七ヶ浜会場

 13:30  スイム試泳開始 コース取り確認

 14:30　スイム試泳終了

 15:00 バイク試走　１周半の予定 そのまま説明会場へ

 16:15　競技説明会 七ヶ浜国際村

 16:45  競技説明会終了 会場内バイクシューズは×

 17:45  宿舎到着 すぐ入浴 ホテルキャッスルプラザ多賀城

 19:00  夕食　その後ミーティング

 21:00　には終了予定

 22:00  就寝

7月1日(日) 【午前】

 05:00  起床 前日のミーティングにより変更の ホテルキャッスルプラザ多賀城

 05:15　駐車場集合  出発 可能性はあります。

 06:00　会場到着

 06:45-07:45  トランジションオープン

 06:50-07:35  スイムウォームアップ

 07:20-07:35  選手チェクイン 湊浜防波堤上にて

 07:35   スタートエリア集合 集合後はエリアから出られない

 07:50　U19スタートセレモニー

 08:00   男子スタート

 08:02  女子スタートセレモニー

 08:08  女子スタート

 11:25  U23 男子スタート

 11:40  U23 女子スタート

 12:00  現地解散予定

１日目 6月30日(土)

旅　行　名 TMTUジュニア国内大会遠征支援事業（U19　仙台）

旅行期間 平成30年6月30(土） ～ ７月1日(日) １泊２日

日目 月　日 スケジュール
食事

内容 場所

× × ○

２日目

○ × ×
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９ アンケート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 

今回の大会で一番よ
かった点

今回の大会で一番反
省すべき点

次の目標（数値化され
たもの)を具体的に表明
してください。

次の目標のためにやるべ
きことは何か。具体的に書
いてください。

何か伝えておきたいこ
とがあれば記入してく
ださい。

バイクの成長が感じら
れてよかった。

ランの弱さが全面に出
てしまった。

ランを21分台で走りた
い。

ペース走で4.10/kmでは
走れるようにする

フライングや失格にあ
たる行為をしっかり取り
締まってもらいたい。

完走できたとこ
ほぼ最下位争いだった
とこ

来年、順位で半分以下
に入る

練習

バイクの前半から体が
おかしかったけれど後
半まで粘れたこと

体調管理 体調管理 水分補給をおこたらない

バイクで集団について
いくことが出来た

バイクで集団を落として
しまったこと

来年の仙台でベスト6
主にバイクのクライム練習
とコントロールの向上

前日の夕食が少なかっ
たり、説明会場の行き
帰りのハイペースでの
走行によって本番で実
力を発揮できていな
かった可能性あり、、、

暑さに弱い中、自分的
には最後までしっかり
頑張れたこと

ペナルティを貰うなど、
基本的なことがしっかり
できなかったこと

来年、しっかり練習して
仙台に戻ってくる。記録
は1時6分

継続して質の高い練習す
る。勉強が忙しくなるが両
立する。

スイムから積極的に
レースを進め、バイクで
1人逃げを成功できて、
さらにランでも逃げ切れ
たこと。

T1に向かうまでのラン
が遅かったので、この
夏の間にスイムアップ
後にハイペースで走れ
るような練習を取り入
れていきたい。

世界ジュニア選手権で
8位以内、かつ日本人
で1位、日本ジュニアラ
ンキングで1位をとる。

スイムでスタートから抜け
出せるスプリント力をつけ
る。バイクでは世界でも対
応できるパワー、技術をつ
ける。ランで18分20秒以
内(去年の8位ライン)で走
れるように練習でペースを
身につける。トランジのミス
をしないようにコツコツ練
習をする。

今回のレースでは、
コーチ陣のサポート、沢
山の方々からの応援の
お陰で優勝することが
できました。ありがとう
ございました。TMTUで
のジュニア強化事業が
無ければこの様な結果
は出せなかったと思っ
ているので、本当に感
謝の気持ちでいっぱい
です。TMTUのジュニア
でいられるのはあと半
年ですが、ジュニアチー
ムのみんなを引っ張っ
ていくと共に、今後もみ
んなの目標とする選手
になれるように頑張っ
ていきます。

今大会ではバイクが一
番良かったです。いつ
も大会ではバイクが遅
くバイクで置いてかれ
る場面が多かったが今
回は集団にのって走る
ことができました。

バイクを頑張った分ラン
で足が持たずに落ちて
しまったことが反省点で
す。普段の練習からバ
イクの後のランでも追
い込めるような練習をし
ていきます。

次の目標は来年の仙
台で15位以内にはいる
ことです。そのために今
年は夏休みでたくさん
追い込み筋力向上を目
指していきます。また、
高校生大会で3位以内
を目標に練習していき
ます。

スイムのタイムを落としたく
ないので毎日3km以上泳
ぎ苦手なバイクとランもど
んどん距離を伸ばして練
習していきます。

スイム

バイクの登りでついて
いけなかったのと、集
団を2つぐらい逃したこ
と。

今回目標としていた8位
までが達成できなかっ
たので次は8位入賞を
必ず達成させる。

バイクの登りの強化

ランニングで追い上げ
られたこと。

スイムで巻き込まれて
前に行けなかったこと。

スイムで13:10、バイク
36:00、ラン18分台

バイクの練習。
ありがとうございまし
た。

スイムの結果は悪かっ
たが、後半泳ぎが伸び
てきて、練習の成果を
出すことができた

バイクの走力不足
記録会でJTUの強化タ
イムを切る

１０月以降トライアスロンの
ことだけに集中できるよう
に推薦入試に向けて勉強
する
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